
　

夏
休
み
期
間
は
、
各
地
域
に

お
い
て
夏
祭
り
や
盆
踊
り
大
会

が
開
催
さ
れ
、
ご
招
待
い
た
だ

い
た
地
域
に
は
可
能
な
限
り
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
自
治
会
役
員
を

中
心
と
し
た
方
々
に
よ
り
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
催
し
が

実
施
さ
れ
、
参
加
者
の
方
が
と

て
も
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

姿
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
は
各
地
域

に
お
い
て
「
高
齢
者
地
域
ふ
れ

あ
い
事
業
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
も
な
る
べ
く
多
く
の
会
場
へ

足
を
運
び
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
を
持

た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
各
地
域
の
主
催

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

で
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。地

元
同
好
会
の
歌
や
ダ
ン
ス
の
発

表
や
、
落
語
鑑
賞
、
昼
食
会
な

ど
、毎
年
、地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ

ま
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
充
実

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
地

域
の
小
中
学
生
に
よ
る
楽
器
演

奏
の
披
露
な
ど
も
あ
り
、
こ
の

事
業
が
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も

た
ち
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
お
祭
り
や
敬
老

事
業
だ
け
で
な
く
、
現
在
各
地

域
で
は
、
防
災
訓
練
な
ど
の
事

業
も
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。役
員
の
み
な

さ
ん
を
始
め
、
地
域
の
方
の
ご

活
躍
に
対
し
て
感
謝
す
る
と
と

も
に
、｢

地
域
の
力｣

を
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

海
老
名
は
県
内
に
お
い
て
も

「
元
気
が
あ
る
ま
ち
」と
し
て
他

自
治
体
か
ら
注
目
さ
れ
て
お

り
、｢

海
老
名
が
う
ら
や
ま
し

い
」「
海
老
名
に
住
み
た
い
」
と

い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
が
、
私

は
、こ
れ
も
地
域
の
力
、元
気
さ

が
源
で
あ
る
と
常
々
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
元
気
な
地
域
の
た

め
に
み
な
さ
ん
が
力
を
結
集

し
、
自
由
な
発
想
の
下
で
事
業

を
企
画･

実
施
さ
れ
、ま
た
そ
れ

ら
の
催
し
に
多
く
の
方
が
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
21
日
か
ら
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を

会
場
と
し
て
「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

地
域
に
お
い
て
市
政
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
等
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
運
営

に
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
力
で
元
気
な
ま
ち
に

市
政
の

現
場
か
ら

市
長　

内
野　

優

　市では9月21日日から、市政に関す
る意見や今後のまちづくりについて
広く意見をいただくため、市長と市
民のみなさんが直接意見を交わす
「市長タウンミーティング」を開催し
ます。

　 ▽日時･会場　下表のとおり
　 ▽テーマ　えびなの現状と今後の
まちづくり
　 ▽参加方法　直接会場へ。
　問　市長室（☎235･4572）。

市
教
育
委
員
を
公
募
し
ま
す

広 報 え び な

■（＝問い合わせ先）の電話番号は各部署への直通電話の番号です問

平成20年（2008年）9月1日（3）　第 900号

　

問　

同
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
、☎

235･

４
９
２
７
）。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り

第
３
回
え
び
な
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
参
加
選
手
を

募
集
し
ま
す
。

　

▽
開
催
日　

10
月
26
日

日
（
雨
天
決
行･

荒
天
中

止
）　

▽
コ
ー
ス　

市
役

所
東
側
道
路
（
ゴ
ー
ル
は

市
役
所
）　

▽
種
目･

ス
タ
ー
ト

時
間　

下
表
の
と
お
り　

▽
参

加
資
格　

市
内
在
住･

在
学･

在

勤
の
方　

▽
定
員　

全
種
目
合

計
で
先
着
１
０
０
０
人　

▽
参

加
料　

申
込
時
に
500
円
（
高
校

生
以
下
は
無
料
）　

▽
表
彰
な

ど　

①
各
部
門
３
位
ま
で
を
表

彰（
フ
リ
ー
を
除
く
）　

②
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
を
、
完
走
者

に
は
完
走
証
を
当
日
発
行　

▽

招
待
選
手　

駒
澤
大
学
陸
上
競

技
部
選
手
を
予
定
。

　

■申　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、参
加
料
を
添
え
て
、

９
月
１
日
月
〜
24
日
水
に
、
直

接
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課･

海
老
名

運
動
公
園
総
合
体
育
館
（
受
付

９
時
〜
20
時
＝
火
休
館
）･

北
部

公
園
体
育
館
（
受
付
９
時
〜
20

時
＝
水
休
館
）へ
。

　

※

申
込
用
紙
は
右
記
３
施
設

で
配
布
中
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

　

※

小
中
学
生
と
高
校
生
は
郵

送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。９
月

24
日
水
必
着
で
〒
243

－
０
４

９
２
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

　

市
で
は
、
教
育
委
員
会
の
一

層
の
活
性
化
を
図
り
、
21
世
紀

の
海
老
名
の
基
礎
を
築
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

し
、
豊
か
な
見
識
と
柔
軟
な
発

想
を
持
つ
教
育
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

　

▽
募
集
人
数　

１
人

　

▽
任
期　

12
月
か
ら
４
年
間

　

▽
報
酬　

市
の
条
例
に
基
づ

き
支
給

　

▽
応
募
資
格　

次
の
①
〜
④

す
べ
て
に
該
当
す
る
方　

①
９

月
１
日
現
在
満
25
歳
以
上
の
日

本
国
民
で
、
市
内
在
住　

②
人

格
が
高
潔
で
、教
育･

学
術
お
よ

び
文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る

　

③
破
産
者
の
場
合
は
復
権
し

て
い
る　

④
禁
固
以
上
の
刑
に

処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
（
学

校
管
理
や
教
育
行
政
の
経
験
は

不
問
）

　

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込

市長タウンミーティング開催

第３回えびな健康マラソン第３回えびな健康マラソン第３回えびな健康マラソン

書（
文
書
法
制
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）
と
小
論
文
（
注
）

を
、
直
接
同
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
本
人
以
外
も
可
）。

　

▽
応
募
受
付
期
間　

９
月
１

日
月
〜
22
日
月
の
平
日
８
時
30

分
〜
17
時
30
分

　

▽
選
考　

第
１
次
審
査
は
書

類
審
査
で
、
第
２
次
審
査
は
第

１
次
審
査
合
格
者
を
対
象
に
個

別
面
接
で
、
と
も
に
選
考
委
員

会
が
選
考
。結
果
は
郵
送
で
全

員
に
通
知
し
ま
す
。た
だ
し
、選

考
さ
れ
て
も
市
議
会
の
同
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
任
命
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
（
注
）小
論
文
は
、
次
の
テ
ー

マ
（1）
〜
（3）
の
う
ち
か
ら
１
つ
を

選
択
し
、
具
体
的
な
提
案
や
考

え
方
を
１
２
０
０
字
〜
１
６
０

０
字
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　

（1） ｢

学
校･

家
庭･

地
域
の
連

携
に
つ
い
て｣　
（2） ｢

海
老
名

市
の
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
は｣　
（3） ｢

今
、子
ど
も

た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力

と
は｣　

※

小
論
文
は
提
案
集

と
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、募
集
要
領（
文
書
法

制
課
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問　

同
課
（
☎
235･

４
５
４

２
）。

　

下
水
道
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
、
水
質
汚
濁
を
防
ぐ

た
め
に
欠
か
せ
な
い
公
共
施
設
で
す
。（社）
日
本
下
水
道
協
会
で

は
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め｢

下
水
道

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル｣

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
要
領　

左
表
の
と
お
り
（
入
賞
者
に
は
平
成
21
年
３

月
中
旬
に
通
知
）。　

　

■申　
問　
10
月
29
日
水
必
着
で
、
市
下
水
道
課（
☎
235･

９
６

１
７
）へ
。市
で
取
り
ま
と
め
て
同
協
会
へ
提
出
し
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル 

作
品
ご
応
募
を

い
ろ
い
ろ

９月10日は下水道の日

開催日 時間 会場 開催日 時間 会場
9月21日日 19時～20時30分 国分寺台文化センター 10月11日土 19時～20時30分 門沢橋コミセン

10月25日土 19時～20時30分 本郷コミセン

11月2日日 19時～20時30分 杉久保コミセン

13時30分～15時 大谷コミセン

19時～20時30分 下今泉コミセン

10時～11時30分 柏ケ谷コミセン

14時～15時30分 上今泉コミセン

19時～20時30分 中新田コミセン

10時～11時30分 国分コミセン

19時～20時30分 社家コミセン

9月28日日

10月4日土
11月3日月□祝

申し込みは申し込みは
　9月24日までに　9月24日までに
申し込みは
　9月24日までに

えびな健康マラソンのコース･部門一覧

場所 時刻

１６～３９歳（高校生可）
４０歳代
５０歳代
６０歳以上
１６～３９歳（高校生可）
４０歳代
５０歳代
６０歳以上

一般男子
一般女子

10時20分

20分

20分

25分

40分

9時15分

9時35分

9時55分

中学生（男子・女子）

５㌔

消防署

消防署

消防署

市役所

１㌔

２㌔

フリー（小学４年生以上男女）

フリー（中学生以上男女）

一般男子
一般女子

部　　　門 制限
時間

３㌔

コース
スタート(予定）

親子（子どもは小学３年生以下）

小学４年生（男子・女子）
小学５年生（男子・女子）
小学６年生（男子・女子）

絵
画・ポ
ス
タ
ー

標　
　

語

新　
　

聞

作　
　

文

書　
　

道

小･

中
学
生 制

限
な
し

小･

中
学
生（
学
校･

学
級･

グ
ル
ー
プ･

個
人
な
ど
も
可
）

小･

中
学
生

小･

中
学
生

部門

※応募作品は未発表のものに限ります。また作品は返却しません
※入賞作品の著作権は(社)日本下水道協会および(株)日本水道新聞社に帰属します

資格 応募規定 応募方法 部門 資格 応募規定 応募方法

◇B４～A２判以内
◇ポスターは｢９月10日下
水道の日｣の文字を入れる
◇絵画には文字を入れない

◇作品の裏面に学校
名・学年・氏名を明記。
一括応募の場合は連
絡先を明記

◇官製はがきもしくはは
がき大の用紙１枚に作品１
点
◇応募点数に制限なし。
学校（学年・学級）単位で
応募する場合も、はがき大
の用紙に１人１点を明記。
連名での応募は不可

◇作品に住所・氏名・
年齢・電話番号を明記
◇別紙に学校名・学
年・氏名を明記し作品
に添える
◇一括応募の場合は
連絡先も明記

◇B４判または A３判～模
造紙大以内。用紙の片面
に新聞形式で編集、制作
された手作りの新聞（学
校・学級・学習新聞など）
◇下水道の特集または紙
面の半分以上を下水道を
テーマに取材、編集して紙
面構成されたもの
◇自筆･ワープロ･絵･写真
入り･カラーなど表現方法
は自由

◇作品の裏面に学校
名・学年・氏名（複数の
場合は、グループ名）
を明記◇小学校低・高学年とも

に、半紙 ( 縦 32.7 ㌢×
横 24.3 ㌢ ) を縦長に使
用。楷書、行書に限る
〔課題〕小学校低学年「下
水どう」
小学校高学年「下水道の
役割」
中学生「下水道と環境」

◇作品中の左端に学
年（学校名不要）・氏
名を墨書き。台紙は
つけない
◇別紙に学校名・学
年・氏名を明記し作品
に添える
◇一括応募の場合は
連絡先も明記

◇400 字詰め原稿用紙で
小学校低学年（１～３年
生）は３枚以内、小学校高
学年（４～６年生）は４枚以
内、中学生は５枚以内。原
稿は自筆（HB または B）
によるものに限る

◇作品にはタイトル
の他に学校名・学年・
氏名を明記。一括応
募の場合は連絡先を
明記

便
利
で
す
！「
え
び
な
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
　
　
　

登
録
はebi-i@

posh.jp

あ
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
。

　
　
　
　
　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
シ
ス
テ
ム
課
へ


